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予算をつけ、登録産業医を充実させるべきであること、地域産業保健センターの活用を強調

して周知する必要があること、外部機関に委託する場合のサービスの質を担保していただく

ことなどを要望しており、特に、地域産業保健センターの予算の拡充については、引き続き

厚生労働省に対して要望するとのことです。 
また、「（６）一般健康診断の検査項目等の検討」については、更年期障害等の女性特有の

健康課題について、一般健康診断の機会を活用し、女性労働者本人への気づきを促し、必要

な場合には産婦人科医等女性特有の健康課題に係る診療を専門とする医師への早期受診の

勧奨や女性特有の健康課題に対する配慮について申し出を行いやすい職場づくりにもつな

がるよう、厚生労働省が示している標準的な問診票である一般健康診断問診票に女性特有の

健康課題に係る質問が追加されることとなりました。 
労働安全衛生法に基づく一般健康診断の検査項目等に関する検討会において日本医師会

は、産業医は女性特有の健康課題に配慮した職場環境作りについて関与していく必要がある

ため、今後はその点にも留意したガイドラインを作成いただきたいと要望されています。 
いずれの検討会も今後は実施に向けたマニュアル作成に着手することになりますが、現場

が混乱することがないよう、日本医師会は要望していくとのことです。 
なお、今後は本報告書の内容に基づき、（６）は通知発出、（１）～（５）（７）は令和７

年次期通常国会において労働安全衛生法等の改正が行われる予定です。 
つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただきますとともに、貴会会

員への周知方よろしくお願い申し上げます。 
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労働政策審議会「今後の労働安全衛生対策について」のとりまとめについて 

 

 

昨年、日本医師会から役員が参画している厚生労働省の「ストレスチェック制度

等のメンタルヘルス対策に関する検討会」および「労働安全衛生法に基づく一般健

康診断の検査項目等に関する検討会」において中間とりまとめが行われ、その後、

その内容について労働政策審議会安全衛生分科会で審議が行われてまいりました。

令和 7年 1月 17日に開催された労働政策審議会安全衛生分科会において、これら

2つの検討会の中間とりまとめや、その他の労働衛生関係の検討会の報告書を反映

した「今後の労働安全衛生対策について」と題する報告書がとりまとめられ、厚生

労働大臣に建議されました。 

本報告書では、 

（１）個人事業者等に対する安全衛生対策の推進 

（２）職場のメンタルヘルス対策の推進 

（３）化学物質による健康障害防止対策等の推進 

（４）機械等による労働災害防止の促進等 

（５）高年齢労働者の労働災害防止の推進 

（６）一般健康診断の検査項目等の検討 

（７）治療と仕事の両立支援対策の推進 

（８）その他所要の措置 

が盛り込まれています。 

このうち、「（２）職場のメンタルヘルス対策の推進」については、現行では労働

者数 50 人未満の事業場でのストレスチェックの実施は努力義務とされてきまし

たが、労働者のプライバシー保護の問題は外部機関の活用等により対応可能な環



 

境は一定程度整備されていることから、十分な準備期間を確保した上で、労働者数

50人未満の事業場でもストレスチェックの実施が義務化されることになりました。 

検討会において日本医師会は、円滑な施行ができるよう、地域産業保健センター

には利用者の増加に対応できるような十分な予算をつけ、登録産業医を充実させ

るべきであること、地域産業保健センターの活用を強調して周知する必要がある

こと、外部機関に委託する場合のサービスの質を担保していただくことなどを要

望してまいりました。特に、地域産業保健センターの予算の拡充については、引き

続き厚生労働省に対して要望してまいります。 

また、「（６）一般健康診断の検査項目等の検討」については、更年期障害等の女

性特有の健康課題について、一般健康診断の機会を活用し、女性労働者本人への気

づきを促し、必要な場合には産婦人科医等女性特有の健康課題に係る診療を専門

とする医師への早期受診の勧奨や女性特有の健康課題に対する配慮について申し

出を行いやすい職場づくりにもつながるよう、厚生労働省が示している標準的な

問診票である一般健康診断問診票に女性特有の健康課題に係る質問を追加するこ

ととなりました。 

検討会において日本医師会は、産業医は女性特有の健康課題に配慮した職場環

境作りについて関与していく必要があるため、今後はその点にも留意したガイド

ラインを作成いただきたいと要望いたしました。 

いずれの検討会も今後は実施に向けたマニュアル作成に着手することになりま

すが、現場が混乱することがないよう、日本医師会は要望していく所存です。 

今後は本報告書の内容に基づき、（６）は通知発出、（１）～（５）（７）は令和

7年次期通常国会において労働安全衛生法等の改正が行われる予定です。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただきますよう、お

願い申し上げます。 
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